
第
６
回
吉
井
勇
顕
彰
短
歌
大
会
の
ご
案
内

第
６
回
吉
井
勇
顕
彰
短
歌
大
会
の
ご
案
内
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香
美
市
文
芸

　
俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
（
た
だ
し
、
官
製
ハ
ガ
キ
で
投

稿
の
場
合
、
一
人
一
枚
の
ハ
ガ
キ
で
５
句
（
首
）
以

内
）

▼
か
い
書
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
必
ず
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
誌
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

【
投
稿
先
】

企
画
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

〒
７８２
│

８
５
０
１
　
香
美
市
土
佐
山
田
町
宝
町
１
│

２
│

１

FAX
５３
│

５
９
５
８
　

　
◆
一
般
投
稿
作
品
◆
　
　
広
報
委
員
会
　
選

山
椒
の
芽
吹
き
待
た
れ
る
五
目
ず
し
　
　
有
澤
　
春
江

ア
ス
ハ
ル
ト
割
目
よ
り
咲
く
す
み
れ
草
　
臼
井
　
幸
子

田
の
底
も
春
風
吹
け
よ
耕
耘
機
　
　
　
　
岡
本
　
朴
舟

青
空
に
若
葉
の
映
え
る
峡
の
村
　
　
　
　
岡
村
　
和
躬

病
食
に
菜
の
花
和
え
を
添
え
く
れ
し
　
　
小
原
　
子
川

枝
切
り
し
銀
杏
の
幹
に
初
夏
の
風
　
　
　
小
野
寺
朱
実

満
開
の
花
に
賑
わ
う
高
知
城
　
　
　
　
　
北
村
千
鶴
子

遍
路
道
会
釈
一
言
同
行
に
　
　
　
　
　
　
高
野
　
和
一

そ
れ
ぞ
れ
に
色
を
押
し
出
す
山
若
葉
　
　
千
頭
　
野
草

真
新
し
う
つ
伏
せ
も
あ
り
落
椿
　
　
　
　
西
尾
　
玉
喜

風
に
乘
り
水
面
を
染
め
し
花
筏
　
　
　
　
原
　
　
美
幸

足
の
う
ら
小
鎚
で
叩
き
踏
霤
す
　
　
　
　
福
留
と
も
の
り

つ
ぎ
つ
ぎ
と
小
鳥
持
て
成
す
桜
か
な
　
　
三
谷
　
誠
郎

過
去
形
を
諌
め
る
よ
う
に
青
嵐
　
　
　
　
森
本
　
幸
美

初
蛍
勇
の
歌
碑
に
寄
り
添
へ
り
　
　
　
　
山
崎
　
貴
子

 

◆
か
が
み
野
俳
句
会
◆

春
暁
の
肩
に
冷
え
あ
る
目
覚
め
か
な
　
　
佐
竹
　
洋
子

友
の
手
に
支
え
ら
れ
つ
つ
花
の
中
　
　
　
鍵
山
　
和
枝

夕
月
や
学
舎
の
桜
静
ま
り
て
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
幸

氣
配
り
の
思
ひ
届
か
ぬ
花
の
冷
　
　
　
　
利
根
　
弘
子

芽
木
雨
や
七
郷
萌
黄
色
な
し
て
　
　
　
　
古
川
　
信
子

日
々
を
吾
の
み
登
る
丘
あ
り
鳥
雲
に
　
　
小
松
　
愛
子

花
は
葉
に
久
し
ぶ
り
な
る
町
へ
娘
と
　
　
西
内
　
保
衛

嫁
も
娘
も
共
に
厄
年
花
り
ん
ご
　
　
　
　
中
澤
　
美
晴

ぼ
ん
ぼ
り
を
灯
し
て
神
苑
花
の
宴
　
　
　
森
本
　
�
代

踏
青
や
背
中
は
み
出
す
ラ
ン
ド
セ
ル
　
　
山
�
　
鈴
子

春
星
や
戻
る
定
め
の
ブ
ー
メ
ラ
ン
　
　
　
吉
田
　
　
芳

 

　
◆
韮

句

会
◆

捨
て
船
の
朽
ち
る
ば
か
り
や
草
お
ぼ
ろ
　
公
文
　
春
紀

地
下
足
袋
の
真
新
し
き
へ
春
の
泥
　
　
　
岡
本
か
ほ
る

桃
咲
き
て
鶏
時
を
告
げ
に
け
り
　
　
　
　
高
橋
　
　
章

啓
蟄
や
店
畳
み
た
る
農
機
具
屋
　
　
　
　
北
村
　
幸
子

葱
坊
主
村
と
言
ふ
も
の
な
く
な
り
ぬ
　
　
西
川
　
常
夫

耕
運
機
止
め
ば
く
つ
く
つ
昼
蛙
　
　
　
　
甲
藤
　
卓
雄

廃
校
に
人
住
む
気
配
黄
水
仙
　
　
　
　
　
野
崎
　
典
子

つ
ぎ
つ
ぎ
と
風
に
白
蓮
光
り
合
ふ
　
　
　
北
村
　
里
子

春
昼
の
波
に
ゆ
だ
ね
て
浮
寝
鴨
　
　
　
　
明
石
　
英
子

抱
き
し
嬰
に
初
蝶
指
し
て
は
な
し
か
く
　
竹
内
　
ろ
草

 
　
◆
か
ほ
く
俳
句
会
◆

「
農
継
ぐ
」
と
真
白
き
指
に
春
の
泥
　
　
乾
　
真
紀
子

筍
の
昼
餉
に
和
む
嫁
の
居
て
　
　
　
　
　
奥
宮
さ
と
み

囀
り
に
惹
か
れ
て
道
を
迷
ひ
け
り
　
　
　
久
保
　
貴
女

花
の
雨
特
攻
兵
の
碑
を
拝
む
　
　
　
　
　
黒
岩
　
幸
女

花
万
朶
心
に
満
つ
る
何
も
な
し
　
　
　
　
黒
岩
千
英
子

剪
定
を
済
ま
せ
職
人
顔
を
解
く
　
　
　
　
杉
山
　
春
萌

カ
ー
テ
ン
を
引
く
を
た
め
ら
ふ
春
の
宵
　
小
松
　
隆
之

下
萌
や
「
売
地
」
と
書
か
れ
造
成
地
　
　
小
松
　
　
完

畑
打
ち
の
鍬
に
感
謝
の
泥
洗
ふ
　
　
　
　
小
松
　
　
昇

八
重
椿
己
が
重
さ
に
ど
さ
と
落
つ
　
　
　
西
本
　
昶
猪

鍵
穴
に
鍵
の
拒
め
る
朧
か
な
　
　
　
　
　
前
田
　
欣
一

春
蚊
出
づ
「
ホ
オ
ち
ゃ
ん
」
絵
本
膝
に
あ
り
　
前
田
　
秀
女

木
々
芽
吹
く
そ
の
中
に
朴
眩
し
か
り
　
　
間
崎
　
和
代

松
蝉
は
は
や
滝
音
に
紛
れ
ゐ
て
　
　
　
　
森
本
　
之
子

葉
桜
の
山
に
溶
け
込
む
雨
な
り
し
　
　
　
山
崎
か
ず
み

逆
風
の
流
れ
に
混
み
し
花
筏
　
　
　
　
　
山
中
　
晶
子

代
掻
き
て
大
空
揺
ら
す
水
面
か
な
　
　
　
山
中
　
瑞
輝

落
椿
道
の
明
る
き
故
掃
か
ず
　
　
　
　
　
山
中
　
明
石

　
◆
土
佐
山
田
町
俳
句
会
◆

寺
の
奥
に
嬰
い
る
気
配
糸
桜
　
　
　
　
　
前
田
美
智
子

マ
ニ
キ
ュ
ア
の
爪
が
重
た
し
目
借
時
　
　
前
田
　
小
夜

海
映
る
自
動
ド
ア
の
閉
じ
て
初
夏
　
　
　
安
丸
　
槙
子

散
り
始
む
雨
後
の
さ
く
ら
の
荒
々
し
　
　
田
村
　
一
翠

春
の
花
名
札
ど
れ
も
が
遺
筆
な
り
　
　
　
中
沢
と
し
み

花
は
葉
に
人
は
け
む
り
の
ご
と
く
老
ふ
　
橋
本
　
昭
和

散
る
さ
く
ら
明
石
掃
部
は
キ
リ
シ
タ
ン
　
明
石
　
韮
生

目
高
飼
う
火
鉢
の
歪
昭
和
の
日
　
　
　
　
樫
谷
　
雅
道

柿
若
葉
萌
黄
の
色
の
昼
の
飯
　
　
　
　
　
馬
場
　
英
男

あ
の
頃
と
い
う
な
つ
か
し
さ
昭
和
の
日
　
大
石
　
邦
男

と
う
せ
い

か
い

い
さ
む

あ
お
あ
ら
し

さ
え
ず

は
な
ば
ん

だ

め
か
り
ど
き

か

も
ん

あ
か
し

い
び
つ

や
や



　
現
在
開
催
中
の
大
坪
美
穂

展
を
ご
覧
に
な
っ
て
驚
か
れ

た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

７
メ
ー
ト
ル
を
超
す
天
井

か
ら
吊
り
下
げ
ら
れ
た
無

数
の
紙
縒
り
が
お
り
な
す

光
と
影
が
、
会
場
い
っ
ぱ

い
に
広
が
り
、
普
段
と
は
ま
っ

た
く
異
な
る
空
間
世
界
を

創
り
出
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
床
に
広
が
る
た
く
さ
ん

の
黒
い
布
玉
。
会
場
奥
に

並
ぶ
黒
い
衣
服
を
ま
と
っ

た
８０
脚
の
イ
ス
は
、
ま
る

で
黒
い
壁
の
よ
う
で
す
。

　
「
２
０
０
１
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
同
時
多
発
テ
ロ
以
降
、

世
界
各
地
で
戦
争
、
テ
ロ
、

大
量
虐
殺
、
民
族
間
の
紛
争

が
激
化
し
て
い
ま
す
。
繰
り

返
さ
れ
る
人
間
の
愚
行
。
失

わ
れ
た
風
景
。
人
の
営
み
。

か
け
が
え
の
な
い
命
。
無
念

の
思
い
で
死
ん
で
い
っ
た
人
々

の
声
な
き
声
」
―
こ
の
文
章
は
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
大
坪
美
穂

さ
ん
が
展
覧
会
に
寄
せ
て
書

か
れ
た
文
章
の
一
部
で
す
。

戦
後
の
荒
廃
し
た
東
京
の
街

の
風
景
の
中
で
育
っ
た
と
い

う
彼
女
に
と
っ
て
、
現
在
も

続
く
国
や
民
族
間
の
戦
い
で

失
わ
れ
て
い
く
多
く
の
命
、

そ
し
て
、
そ
の
現
実
を
見
過

ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
言

い
ま
す
。
今
回
の
作
品
は
、

死
ん
で
い
っ
た
人
た
ち
の
思
い
、

残
さ
れ
た
人
々
の
悲
し
み
や

無
念
さ
が
、
彼
女
の
身
近
な
人
々

の
死
と
重
な
り
、
そ
れ
ら
の

思
い
を
一
つ
一
つ
紙
縒
り
に

つ
な
ぎ
、
布
玉
に
込
め
て
、

２
年
が
か
り
で
制
作
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
大
坪
美
穂
さ
ん
の
「
平
和

祈
念
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、

香
美
市
内
の
よ
り
多
く
の
皆

さ
ま
に
受
け
止
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
展
覧
会
が
、
世
代

を
超
え
て
「
平
和
」

や
「
命
」
に
つ

い
て
語
り
合
え

る
場
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
問
題
を
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
芸
術
作
品
と

し
て
い
か
に
表

現
し
て
い
る
か

を
、
じ
っ
く
り

と
鑑
賞
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
６
月
１５
日
（
日
）
１３
時
３０

分
か
ら
作
品
解
説
を
行
い
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
来
館
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 

（
館
長
・
北
　
泰
子
）

第
６
回
吉
井
勇
顕
彰
短
歌
大
会
の
ご
案
内

第
６
回
吉
井
勇
顕
彰
短
歌
大
会
の
ご
案
内

第
６
回
吉
井
勇
顕
彰
短
歌
大
会
の
ご
案
内

第
６
回
吉
井
勇
顕
彰
短
歌
大
会
の
ご
案
内

第
６
回
吉
井
勇
顕
彰
短
歌
大
会
の
ご
案
内

「SILENT VOICE」2003年

　
１０
月
１２
日
、
勇
の
再
起
の
地

で
あ
る
猪
野
々
で
、
彼
の
業
績

顕
彰
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま

す
。

 

《
作
品
募
集
要
項
》

【
作
品
】
１
人
２
首
。
自
作
、

未
発
表
の
も
の
で
主
題
は
自
由
。

 

応
募
用
紙
ま
た
は
原
稿
用
紙

に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
、
短
歌
大
会
当

日
の
出
欠
、
送
迎
バ
ス
利
用
の

有
無
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
の
場
合
は
学
校
名
、
学
年

も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
出
詠
料
】
１
０
０
０
円
　

※
郵
便
為
替
ま
た
は
現
金
書
留

に
て
、
投
稿
時
に
お
納
め
く
だ

さ
い
。

【
締
切
】

８
月
２０
日
（
水
）
必
着

【
選
者
】

玉
井
清
弘
　
氏
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

短
歌
講
座
「
友
の
会
」
選
者
・

「
音
」
選
者
）

楠
瀬
兵
五
郎
　
氏
（
高
知
県
歌

人
連
盟
会
長
）

【
入
賞
発
表
】
入
賞
者
に
は
９

月
下
旬
に
、
電
話
連
絡
し
ま
す
。
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こ
　
よ

こ
　
よ

ア
ー
ト
の
窓

香
美
市
立
美
術
館

ア
ー
ト
の
窓

開
催
中
〜
６
月
１５
日（
日
）

「
大
坪
美
穂
展 

―

海
界
―
」

う
な
さ
か


